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micro:bitを表示能力について

• ５×５のLEDを用いることによって、micro:bit
単体でも、文字列、数字などを表示可能（た
だしスクロール表示）、簡単なグラフなども
表示可能。

• ソートの並べ替え処理の可視化、センサー
データのリアルタイム表示などでは、表現力
に問題がある

⇒ micro:bit用拡張表示ボードの紹介

micro:biｔ用拡張表示ボード
（VIEW Graphics128 OLEDディスプレイ）

KITRONIK社製
• 128 x 64ピクセル

のモノクロ有機EL
ディスプレイ

拡張ボードのブロックの読み込み
• MakeCodeエディタ画面で拡張機能をクリック
• 拡張機能画面で「Kitronik」を検索
• 「Kitronik‐128x65Display」を選択
• 緑色の128×64 Displayというカテゴリが追加される

拡張ボード用のブロック①

文字を表示する

座標（x, y）に点を表示する

拡張ボードのブロック②

座標（ｘ、ｙ）を始点に水平または垂直な直線を描く

座標（ｘ、ｙ）を左上頂点とする四角（wide×high）を描く

プログラムの例１
• ロールの値を変数RollReadingに代入
• ｘ方向の傾きの値を左上に表示
• その値をプロット
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プログラム例２
• 左上の座標が（０，０）の四角（幅１２７×高さ６３）を描画
• 座標（６４，２０）から長さ３０の垂直な線を下向きに描画
• 左上の座標が（40,30）四角（６０×３０）を描画
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プログラム例３
• 文字の表示は最大８行、表示位置（Left, Centre, Right）の制御

が可能

バブルソートのプログラム

配列の値を縦棒グラフで表示
（この関数をOLCDを使う関数に変更する）

5×5のLEDを用いてデータ値を
縦棒グラフで表示

変更点

• リストの初期化関数とリストのデータを表示する関数
を変更するだけで、拡張表示ボードに表示できる。リ
ストの初期化関数の変更は以下のとおり。

リストの初期化関数の変更

拡張ボードを使った表示

後ろから順番に揃っていく様子が分かる


